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【プロフィル】
70年同大学院修了、 日建設計入社。 82年東京工業大学助
教授、89年教授、91年米国マサチュ ー セッツ工科大学客
員教授。11年東京工業大学名誉教授、日本建築学会会長、

日本学術会議会員。 14年 日本免震構造協会会長。 16年防
71歳。

「日本は地震国。 『もし地震が起きたらどうする』ではなく、 『いずれ必ず地震は起こるのだから、

今日からきちんと備える』という考えで進めてほしい。 そのためにも、 日本中の建築にもっと免震構造
が使われるようにしなければならない。 20世紀に進めた耐震構造は終着点ではない。 世界の地震国にも
免震構造•制振構造を広めたい」。 日本免震構造協会の和田章会長はこう語る。 2016年に熊本、鳥取、
台湾などで起きた地震でも大きな被害が発生した。 いつ起きてもおかしくない、いや、必ず起きる南海

トラフ地震や首都直下地震から身を守り、生活を守るために必要なことは何か。 建築の免震•制振の普
及の観点から首都・東京のリスクを低減するためのポイントなとを和田会長に聞いた。

（聞き手は神田錦也）

ー
震
災
軽
減
に
つ
な
が
る
免
震 、
制

振
技
術
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か 。

「
免
震
構
造
は
横
贋
ゴ
ム
や
す
べ
り
支

承
に
よ
っ

て
建
築
物
の
重
量
を
安
定
的
に

支
え 、
地
震
時
の
水
平
変
位
を
こ
の
部
分

に
集
中
さ
せ 、
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
吸
収

す
る
た
め
の
各
種
ダ
ン
パ
ー

を
配
置
し
た

仕
組
み 。
上
部
構
造
に
塑
性
変
形
を
生
じ

さ
せ
な
い
の
が
基
本
的
な
考
え
方 。
大
地

震
後
も
建
築
物
を
続
け
て
使
う
こ
と
が
で

き
る 。
建
物
内
部
に
生
じ
る
加
速
度
が
小

さ
い
こ
と
も
大
き
な
特
徴
だ」

「
制
振
構
造
は
い
ろ
い
ろ
な
方
式
が
あ

り 、
考
え
方
も
多
様 。
望
ま
し
い
制
振
構

造
は 、
柱•
梁
（
は
り）
構
造
に
よ
る
骨

組
み
本
体
に
十
分
な
弾
性
変
形
領
域
を
持

た
せ 、
各
種
の
ダ
ン
パ
ー

を
柱•
梁
の
骨

組
み
と
並
列
に
働
く
よ
う
に
建
物
全
体
に

分
散
設
置
す
る 。
小
さ
な
変
形
域
か
ら
減

衰
効
果
を
発
揮
さ
せ 、
地
震
時
の
エ
ネ
ル

ギ
ー

を
こ
れ
ら
の
ダ
ン
パ
ー

に
吸
収
さ

せ 、
柱•
梁
構
造
は
塑
性
化
さ
せ
な
い
方

法 。
こ
ち
ら
も
免
震
構
造
と
同
様
に
地
震

後
も
続
け
て
建
築
物
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る」

ー
普
及
状
況
は
ど
う
か 。

「
阪
神・
淡
路
大
震
災
を
境
に
普
及
が

進
ん
だ 。
今
で
は
政
府
や
大
き
な
自
治
体

の
庁
舎
建
築 、
銀
行 、
計
算
セ
ン
タ
ー 、

病
院 、
学
校 、
一
戸
建
て
住
宅 、
中
高
層

住
宅 、
大
型
倉
庫
な
ど 、
あ
ら
ゆ
る
建
築

物
に
免
震
構
造
が
採
用
さ
れ 、
高
層
建
築

か
ら
低
層
建
築
ま
で
制
振
構
造
の
利
用
も

増
え
て
い
る 。
叢
近
で
は 、
年
間
の
新
築

床
面
積
1

億
平
方
認
強
の
う
ち 、
5
％
に

当
た
る
5
0
0
万
平
方
認
の
床
面
積
の
建

築
に
免
震
樺
造
が
採
用
さ
れ
て
い
る 。
既

存
施
設
で
の
採
用
に
つ
い
て
も 、
改
修・

改
築
な
ど
に
合
わ
せ
て 、
免
震•
制
振
構

造
を
取
り
入
れ
る
案
件
が
増
え
て
い
る」

ー
昨
年
4
月
に
起
こ
っ

た
熊
本
地
震

で
免
震
構
造
は
ど
う
機
能
し
た
の
か 。

「
病
院
や
市
役
所 、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど 、

免
震
構
造
の
建
物
二
十
数
棟
は
完
全
に
そ

の
機
能
を
果
た
し
た 。
た
だ 、
ダ
ン
パ
ー

の
取
り
付
け
部
や
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ

ン
ジ

ョ
イ
ン
ト

が
揖
傷
し
た
建
物
が
あ
っ

た」

「
建
築
家
は
意
匠
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て

い
る 。
普
段
の
生
活
の
中
で 、
そ
の
建
築

が
免
震
構
造
で
あ
る
こ
と
を
分
か
り
に
く

く
し
て
い
る
建
物
が
多
い 。
免
震
構
造
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
も
良
い
か
ら 、
仕

組
み
が
明
快
で 、
も
っ
と
素
朴
な
エ
キ
ス

パ
ン
シ
ョ

ン
に
し
た
方
が
良
い 。
日
本
の

多
く
の
人
々
は
海
外
よ
り
日
本
の
方
が
こ

れ
ら
の
技
術
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
考
え

て
い
る
が 、
海
外
で
は
素
朴
で
良
い
技
術

が
使
わ
れ
て
い
る 。
単
純
さ
ゆ
え
に
良
い

場
合
も
あ
る」

「
熊
本
地
震
の
大
き
な
2
回
の
揺
れ
で 、

家
は

”
凶
器
II

”
怖
い
も
の“
と
感
じ
た

人
々
が
多
い 。
こ
の
地
震
で
亡
く
な
っ

た

人
は
50
人
ほ
ど
だ
が 、
今
年
2

月
の
ニ
ュ

ー
ス
で
は 、
こ
の
地
震
災
害
に
関
連
し
て

亡
く
な
っ

た
人
が
1
5
0
人
も
い
る 。
大

事
な
こ
と
は 、
地
震
の
後
も
安
心
し
て
続

け
て
住
む
こ
と
の
で
き
る
建
物
を
造
る
こ

と
だ 。
免
震
技
術・
制
振
技
術
へ
の
理
解

を
広
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」

ー
昨
年
を
振
り
返
る
と
熊
本
だ
け
で

な
く 、
鳥
取
や
台
湾
な
ど
で
地
震
が
頻
発

し
た 。「

地
震
が
起
こ
る
度
に
現
地
へ
足
を
運

ん
だ 。
2

月
の
台
湾
（
台
南）
は 、
大
き

な
マ
ン
シ
ョ

ン
が
ひ
っ
く
り
返
り 、
た
＜

さ
ん
の
人
が
亡
く
な
っ

た 。
阪
神・
淡
路

大
震
災
の
神
戸
の
よ
う
な
被
害
だ
っ

た」

「
大
き
な
地
震
が
起
こ
る
度
に
法
律
が

改
正
さ
れ
た
り 、
日
本
建
築
学
会
の
設
計

規
準
が
改
定
さ
れ
た
り
す
る 。
耐
震
の
必

要
性
は
世
界
共
通
だ 。
日
本
が
あ
る
問
題

に
気
付
い
て
設
計
基
準
を
変
え
た
な
ら

ば 、
台
湾
な
ど
地
震
が
起
き
る
他
の
国
に

そ
の
趣
旨
を
伝
え
て 、
各
国
の
建
築
物
に

同
じ
破
頭
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
努
力

が
必
要
で
あ
る」

ー
首
都
直
下
地
震
が
今
起
き
た
ら
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
か 。

「
東
日
本
大
震
災
の
時 、
東
京
は
大
き

く
揺
れ
た
が
建
物
は
醸
れ
て
い
な
い 。
し

か
し 、
交
通
機
関
が
ス
ト
ッ

プ 、
携
帯
電

馴 terv 
・

1ew 
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産
が
集
中
す
る
大
都
市
と 、
そ
の
他
の
都

市
で
は
被
害
の
大
き
さ
が
ま
っ

た
＜
違

う 。
続
け
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
状
況
を

示
す
継
続
使
用
基
準
を
作
成
す
る
な
ど 、

た
く
さ
ん
の
人
が
住
む
大
都
市
に
は
安
全

性
の
ア
ッ

プ
が
必
要
だ 。
そ
こ
で
適
応
で

き
る
の
が
免
震•
制
振
技
術 。
住
民
が
地

震
後
も
続
け
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
に
は
免
震•
制
振
技
術
は
必
要
不

可
欠
だ 。
住
宅
は
最
重
要
施
設
と
考
え
た

方
が
良
い」

ー
免
震•
制
振
構
造
を
さ
ら
に
留
及

さ
せ
る
た
め
に
何
が
必
要
か 。

「
何
で
も
そ
う
だ
が 、
利
用
が
増
え
れ

ば
単
価
が
下
が
る 。
地
震
が
起
き
る
度
に

基
碗
固
定
の一
般
建
築
の
耐
震
基
準
が
厳

し
く
な
る
た
め 、
上
手
に
設
計
す
れ
ば
免

震•
制
振
構
造
を
採
用
す
る
方
が
安
く
な

る 。
お
金
で
選
ぶ
も
の
で
も
な
い
が 、
設

計
者
が
正
し
く
理
解
す
れ
ば
採
用
は
増
え

る 。
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト

で
す
ら 、
免
震

や
制
振
が
競
争
力
を
持
っ

て
き
た 。
首
都

圏
で
は
94
年
も
大
き
な
地
震
が
起
き
て
い

な
い 。
30
年
後 、
50
年
後
に
起
こ
る
地
震

被
害
を
含
め
た
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

で
考
え

れ
ば 、
答
え
は
言つ
ま
で
も
な
く 、
免
朦・

制
振
の
経
済
性
が
庄
倒
的
に
高
い 。
難
し

い
理
論
で
は
な
い 、
理
解
で
き
る
設
計
者

「
文
部
科
学
省 、
国
土
交
通
省 、
経
済

産
業
省
な
ど
に
働
き
掛
け 、
少
し
ず
つ
光

が
見
え
て
き
て
い
る 。
耐
震
工
学
は
こ
れ

か
ら
日
本
が
売
り
出
す
海
外
向
け
技
術
戦

略
の一
っ 。
海
外
に
比
べ
て
貧
弱
な
実
験

装
置
で
は
意
味
が
な
い」

ー
協
会
で
海
外
と
の
交
流
を
進
め
て

い
る
と
聞
く 。

「
昨
年
度
か
ら
国
交
通
省
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

『
新
興
国
に
対
す
る
わ
が
国
建
築
基

準
の
普
及
促
進
事
業』
に
携
わ
っ

て
い
る 。

16
年
1

月
に
ト

ル
コ
の
若
い
技
術
者
が
来

日 、
3
月
に
は
わ
れ
わ
れ
が
ト

ル
コ
を
訪

問
し 、
交
流
を
深
め
た 。
16
年
9
月
に
は

ル
ー

マ
ニ
ア
を
訪
問
し
て
き
た 。
17
年
度

は
イ
ン
ド 、

マ
レ
ー

シ
ア 、
イ
ン
ド

ネ
シ

ア
の
訪
問
を
予
定
し
て
い
る」

「
ル
ー

マ
ニ
ア
を
訪
問
し
た
時 、
ブ
カ

レ
ス
ト

市
役
所
の
免
震
レ
ト

ロ
フ
ィ
ッ
ト

工
事
を
見
学
し
た 。
工
事
現
場
に
図
面
が

貼
っ

て
あ
り 、
そ
の
図
面
に
は
完
成
時
の

姿
は
も
ち
ろ
ん 、
地
震
が
起
き
て
部
材
が

変
形
し
た
姿
の
図
面
ま
で
が
記
さ
れ
て
い

た 。
初
め
て
免
震
構
造
に
関
係
す
る
技
術

者
や
施
工
に
関
わ
る
人
に
分
か
り
や
す
く

免
震
構
造
の
仕
組
み
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
素
晴
ら
し
い 。
新
し
い
発
見
だ
っ

た 。

海
外
に
日
本
の
耐
震
技
術
を
伝
え
る
だ
け

で
な
く 、
海
外
の
事
情
も
聞
く
と
い
う
中

で 、
法
律
や
基
準
を
お
互
い
に
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ

た」

翻
正

公
的
な
実
大
動
的
加
力
装
置
を

免寧
製
葎
造

I
設
置
が
望
ま
れ
て

い
る
公
的
な
実
大
勤
的
加

力
装
置
と
は
と
の
よ
う
な

も
の
か 。

「
実
大
動
的
加
力
装
置

と
は 、
免
震
部
材
も
含
め 、

建
築
物
や
土
木
構
造
物
の

基
本
要
素
で
あ
る
構
造
部

材
に
つ
い
て 、
実
大
の
部

材
を
対
象
に
実
荷
重 、
実

速
度 、
実
変
形
を
多
軸
方

向
に
与
え
得
る
実
験
装

置 。
日
本
国
内
に
は
公
的

な
実
大
動
的
加
力
装
置
が

な
い 。
大
手
の
建
設
会
社

や
メ
ー

カ
ー

が
自
社
で
持

っ
て
い
る
が 、
地
震
時
の
力
が
加
え
ら
れ

る
最
大
級
の
機
械
は
ど
こ
に
も
な
い」

「
海
外
で
は 、
ア
メ
リ
カ・
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
校
に
実
験
装

置
が
あ
り 、
そ
の
実
験
の
30
％
は
日
本
の

メ
ー

カ
ー

が
製
品
を
持
ち
込
ん
で
い
る
と

い
う 。
中
国
は
北
京
に
建
設
中
の
施
設
の

他 、
武
漠
に
は
完
成
済
み
の
施
設
が
あ
り 、

広
州
に
は
世
界一
を
目
指
す
仕
様
の
施
設

が
計
画
さ
れ
て
い
る 。
台
湾
は
台
北
に
あ

り 、
台
南
に
も
建
設
中 。
イ
タ
リ
ア
は
パ

ビ
ア
と
メ
ッ

シ
ー

ナ
の
2
カ
所
に
あ
る」

�
 

話
が
つ
な
が
ら
ず 、
帰
宅
困
難
者
だ
け
で

も
大
変
な
こ
と
に
な
っ

た 。
首
都
直
下
地

震
が
起
き
た
ら 、
想
像
を
絶
す
る
状
況
と

な
る 。
6
年
前
と
同
じ
よ
う
に 、
み
ん
な
が

一
斉
に
動
き
出
せ
ば
パ
ニ
ッ

ク
に
な
る 。

家
族
の
安
否
が
確
認
で
き 、
お
の
お
の
が

そ
の
場
で
待
機
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い 。
そ
し
て
1 、
2
日
間
薯
ら
せ

る
空
間
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

そ
の
た
め 、
人
が
集
ま
る
街
や
場
所
は
も

っ
と
頑
丈
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」

「
地
震
の
規
模
は
同
じ
で
も 、
人
や
財

イ
タ
リ
ア

メ
ッ
シ
ー
ナ
大
学
の
「
E
U
R
O
L
A
B
」

を
増
や
し
て
い
け
ば
問
題

は
解
決
す
る 。
そ
の
意
味

で
協
会
の
役
割
が
重
要

だ」

建通新聞　2017年3月10日


